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閲式

備えは万全！放水が鮮やか！

細
見
　
綾
子

薄
紫
の
藤
の
花
も
散
り
、
お
だ

ま
き
の
花
弁
も
落
ち
て
、
つ
い
に

旻
真
っ
盛
り
。

暑
く
な
れ
ば
、
冷
た
い
も
の
を

欲
し
く
な
る
。
こ
く
の
あ
る
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
も
い
い
し
、
さ
っ
ぱ

り
し
た
か
き
氷
も
い
い
。

゛
と
こ
ろ
で
、
南
極
の
氷
は
塩
っ

辛
い
の
だ
ろ
う
か
？
南
極
の
氷
と

北
極
の
氷
は
味
が
違
う
の
だ
ろ
う

か
。
南
極
の
氷
は
ウ
イ
ス
キ
ー
の

水
割
り
云
々
の
話
し
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
か
ら
普
通
の
氷
で
、
北

極
の
方
は
塩
っ
辛
い
の
か
も
知
れ

な
い
。
蓬
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
シ
ャ

ー
ベ
ッ
ト
を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
だ

ろ
う
。
草
餅
や
蓬
茶
の
例
も
あ
る

こ
と
だ
し
、
ヨ
モ
ギ
ア
イ
ス
つ
て

名
前
も
お
い
し
そ
う
だ
。
蓬
茶
の

氷
塊
を
コ
ッ
プ
に
浮
か
べ
て
焼
酎

を
飲
む
な
ん
て
、
お
つ
な
感
じ
が

す
る
。
誰
か
、
そ
ん
な
こ
と
を
本

気
で
や
っ
て
み
な
い
か
な
。

７月
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建
設
省
「
Ｃ
・
Ｃ
・
Ｚ
整
備
計
画
」

蓬
田
海
岸
が
認
定
さ
れ
る

36

を
二
十
一
億
円
で
整
備

か
ね
て
よ
り
建

設
省

に
申
請
し

て

い
た
蓬

田
海

岸
の
Ｃ

・
Ｃ
・
Ｚ

（
コ

ー
ス
ク

ル

ー
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

ー
ゾ

ー
ン

）
整

備
計
画

が
六
月
三

十
日

に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

霞

ヶ
関
の
建

設
省
で
行

わ
れ
た

認
定

式
に
は
八
戸
村
長
が
出
席
し
、

青
森

県
で
は
二

地
区

目
の
認
定
書

を
建
設
事

務
次
官
か
ら
交
付

さ
れ

ま
し

た
。

Ｃ

・
Ｃ

・
Ｚ

整
備
計
画

は
、
近

年

の
余
暇
時
間

の
増
大

に
対

応
し

た
、
地
域
住
民

が
親
し

め
、
憩
え

る

く
ふ

れ
あ

い
の
海
辺
〉

を
建
設

省
所

管
事
業

で
整
備
し
よ
う

と
す

る
も
の
で

、
昭

和
六
十
二

年
度
か

ら
昨
年
度
ま

で
全
国
三

十
八

地
区

が
認
定

さ
れ
て
き
ま
し

た
。

「Ｃ･Ｃ･Ｚ整備計画」から●　2

ヘ
　
タ

タ
ー
ル



村道２－１号

国道280 号玉松台スポーツガーデンふ れ あ い セ ン タ ー

古城の沼緑地

蓬
田
海
岸
の
Ｃ
・
Ｃ
・
Ｚ
整
備

計
画
は
、
平
成
五
年
度
か
ら
平
成

九
年
度
ま
で
の
五
年
間
に
約
二
十

一
億
円
を
か
け
て
王
松
台
・
玉
松

海
水
浴
場
一
帯
の
整
備
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
、
各
事
業
が
完
了

す
れ
ば
上
図
の
よ
う
な
海
と
陸
が

効
果
的
に
利
用
で
き
る
総
合
的
な

公
園
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

現　況　写　真

3　●「Ｃ･Ｃ･Ｚ整備計画」から

ふれあい広場

海水浴場

養浜工

突堤

※薄い色で描かれている部分は地区外

シンボルマーク
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ハツスルプレー続出！
和気あいあい
村老人　スポーツゲートボール

六
月

十
一
日

（
金

）
午
前

十
時

か
ら

村
農
業
者
ト

レ
ー

ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
に

お
い
て
、
村
老
人

ス
ポ

ー

ツ
大

会
及

び
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大

会

が
、
選
手

、
関
係
者
合

わ
せ
て

約
四
百

人

が
参
加
し

開
催

さ
れ
ま

し

た
。
梅
雨

の
長
ｍ

の
影
響
で

、
グ
ラ

ン
ド
の
状
態

が
悪

く
、
残

念
な

が

ら

競
技
会
場

を
屋

内
に
移
し

て
の

大
会

と
な
り
ま
し

た

が
、
大
会

次

第

に
洽
っ
て

、
競
技
種
目
も
す

べ

て
計
画

ど

お
り
運
営
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
競

技
は
、
①

パ
ン
喰

い
競
争

②

ス
プ
ー
ン
リ

レ
ー
③
輪

投
げ
④
ボ
ー
ル
送
り
⑤
借
り
物
競

争
⑥
タ
イ
ヤ
転
が
し
⑦
カ
ン
釣
り

競
争
⑧
玉
入
れ
⑨
け
つ
あ
つ
パ
ン

パ
ン
⑩
酔
っ
払
い
運
転
禁
止
、
と

個
人
、
団
体
合
わ
せ
て
十
種
目
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
大
会
の
競

技
種
目
は
六
月
二
十
三
日
（
水
）

平
館
村
で
行
わ
れ
る
東
郡
老
人
ス

ポ
ー
ツ
大
会
と
同
種
目
と
あ
っ
て

（

ツ
ス
ル
プ
レ
イ
が
続
出
し
、
歓

声
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
沸
き
上
が

り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
は
、
心
配
さ
れ
た
天
気
も
上
が

り
、
屋
外
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
行

笑
顔
で
フ
ァ
イ
ト
！

わ
れ
ま
し
た
。
予

選
を
勝

ち
抜

い

て

き
た
四

チ

ー

ム
が
リ

ー
グ
戦
で

熱

戦
を
繰
り

ひ
ろ
げ
、
見

事
な
ス

テ
ィ
ッ
ク
さ
ば
き
と
チ
ー
ム
プ
レ
ー

で

観
衆
を
魅
了
し

ま
し

た
。

大

会
は
、
午

後
三

時

に
ヶ

が
人

も
無

く
無
事

終
了
し

ま
し

た
。

結

果
は
次

の
と
お
り
で
す

。

▼

ス
ポ
ー
ツ
大
会

一
位
　
長
　
抖

二
位
　
郷
　
沢

三
位
　
中
　
沢

▼

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会

一
位

二

位

三

位

蓬
　
田

長
　
科

郷
　
沢

ゲートボールは蓬田チーム

村
の
特
産
品

開
発
に
貢
献

北
の
よ
も
ぎ
茶
、
入
浴
剤
の
北

の
ぬ
ぐ
も
り
、
そ
し
て
蓬
寿
寿
司

な
ど
で
知
ら
れ
る
村
の
特
産
品
。

こ
れ
ら
の
開
発
並
び
に
日
頃
の
活

動
に
対
し
て
、
全
国
商
工
会
連
合

会
長
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞

し
た
の
は
、
団
体
で
は
蓬
田
村
商

工
会
婦
人
部
の
皆
さ
ん
。
ま
た
、

個
人
で
は
二
唐
美
代
子
（
蓬
田
）

さ
ん
で
す
。

村
商
工
会
総
会
の
席
で
、
こ
の

め
で
た
い
受
賞
を
祝
い
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

村老眼スポーツ大会から●　4

大会



全
社
員
で
記
念
植
樹
！

坂
本
孫
九
郎

（
長

科

）
さ
ん

が

蓬
田

紳
装
株
式
会

社
に
、
昨

年
の

。
創

立
十
五
周
年

並

び
に
拡
張
工

事
完
成

”
と

ご（

月

九
日

の
皇

太

子

ご
成

婚
”
の
記

念
に
と

、
カ
イ

ズ
カ
イ

ブ
キ
（
樹
木

の
名

）
　匸
二

六
本

と
、
ツ

ゲ
の
木

、
モ

ズ
の
木

言

下

四

メ
ー
ト

ル
そ
れ

ぞ
れ
一

本

）
を
寄
贈
し
ま
し

た
。

記

念
植
樹
は
、
六
月

七
日
に
行

わ
れ
八
戸
良

次
郎
代
表
取

締
役
社

長
は
じ

め
、
清
水
信
造
取

締
役
副

社
長
、

坂
本

増
吉
監
査

役
、
會
谷

一
取
締

役
、
松
本
昭
夫
取

締
役

の

蓬
田
紳
装
に
坂
本
さ
ん
寄
贈

他

、
蓬

田
紳
装

の
職
員
全
員

が
、

背
丈

約
ニ

メ
ー
ト

ル
の

カ
イ

ズ
ヵ

イ

ブ
キ
を
一
本
一
本
丁

寧

に
植
え

て

い
ま
し

た
。

植
え

た
木
に
は

、
自
分

た
ち
の

名
前

を
書

い
た
木
製

の
名
札

を
付

け
立
派

に
育
つ
よ
う

に
思

い
を
込

め
て

い
ま
し

た
。
ま

た
、
皇
太
子

ご
成
婚
記

念
の
ツ

ゲ
の
木

と
モ

ズ

の
木
は

、
職
人
の
手

で
玄
関
左
側

に
二

本

並
べ
て
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

寄
贈

さ
れ
た
樹
木
は

坂
本
さ
ん

の

ご
子
息

が
、
わ

ざ
わ
ざ
茨
城
県

東
海
村

か
ら
ト
ラ

ッ
ク
で
運
ん
で

坂
本
さ
ん
は
支
え
木
と
ナ
ワ
も
準

備
し
て
く
れ
ま
し
た
。

来
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

植
樹
を
無
事
終
え
た
田
中
定
利

専
務
取
締
役
は
「
坂
本
さ
ん
に
は

会
社
設
立
か
ら
大
変
お
世
話
に
な

っ
て
い
ま
す
。
一
時
期
、
会
社
が

経
営
不
振
に
陥
っ
た
時
も
何
か

と
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。
現
在

会
社
の
業
績
は
順
調
に
伸
び
て
い

ま
す
し
、
百
三
十
名
の
従
業
員
を

抱
え
操
業
で
き
る
の
も
坂
本
さ
ん

の
御
陰
で
す
」
と
感
謝
の
気
持
ち

を
話
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
に
と
寄
付
！

柿
崎
　

勝
（
青
森
市
）
さ
ん

五
月

二
十
八

日
（
金

）
柿
崎
勝

（

青
森
市

）
さ
ん

が
、
村

社
会
福

祉
協

議
会
を
訪

れ
、
山

館
誠
弘
村

社
会

福
祉
協
議
会

長
に

、
社
会
福

祉
に
役
立
て

て
と
五

十
万
円

を
手

渡
し

ま
し

た
。

柿

崎
さ
ん
は

、
五

月
十
七

日
に

逝
去

さ
れ
た
柿
崎

喜
代
作
元
村

議

会
議
長

の
長
男
で

、
香
典

の
一
部

を
寄
付
し

て
く

れ
た
も
の
で

「
父

母
は

、
’
生
前

い
ろ

い
ろ
と
村

の
方

々
に

お
世
話
に
な
り

ま
し
た
」
と
、

ま
た

、
現

在
、
職
場

の
関
係
で

青

森
市
（
矢
田
前

本
泉
四

三

の
一
九

）

に
住
ん

で
い
る

の
で

、
何
か
村

の

た
め
に

お
役
に
立
て

れ
ば
と
寄
付

を
申
し
出

た
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

山
舘
誠

弘
会
長
は

、
村
の
福
祉

に
役
立
て

さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

と
話
し
て

い
ま
し

た
。

あ
り

が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。

蓬

中

快

挙

″・

六
月
十
七
。
十
八
日
、
東
郡
中

体
連
夏
季
大
会
が
開
催
さ
れ
、
蓬

田
中
学
校
は
各
種
目
で
活
躍
し
上

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

役場を訪れた選手団

野
球
部

は
、
順
調

に
勝
ち

進
み

優
勝
を
遂

げ
、
三

年
連
続
県
大
会

出
場

と
い
う

快
挙
を
成
し

遂

げ
ま

し

た
。
卓

球
部
女
子

は
、
団
体
で

優
勝

し
二

年
連
続
の
県
大

会
出
場
権

を

得

た
他

、
個
人
戦
で

も
一
位

か
ら

四

位
ま

で
上

位
を
独
占
し
ま
し
た
。

今
大
会

の
主
な
結
果

は
次

の
と

お
り
で
す
。

文
中

の
（
県
大

）
は

、

県
大
会
出

場
の
意
味
で
す

。

▼
野
球
部
　
　
　

優

勝
（
県

大

）

5 ●紳装記念植樹から

野

球
部
三

年
連
続

卓
球
女
子
二
年
連
続

県
大
会
へ
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卓

球

部

団

体

女

子
　
　

優

勝

（

県

大

）

団

体

男

子
　
　

三

位

女

子

個

人

戦

一

位
一
　
福

浦

佳

奈
子

（

県

大

）

二

位
　

工

藤

美

由

紀

（

県

大

）

三

位
　

小

野

由

紀

子

（

県

大

）

四

位
　

武

井
　

里

美

（

県

大

）

バ

ス

ケ

ッ

ト

女

子
　

三

位

ソ

フ

ト

テ

ニ
ス

男

子
　

三

位

男

子

個

人

戦

五

位
　

森
　
　
　

昭

（

県

大

）

八

幡
　

択

治

（

県

大

）

五

位
　

若

佐
　
　

進

（

県

大

）

佐

井

誨

樹

（
県

大

）

陸
　

上

男

子

百

メ

ー

ト

ル

一

位
一
　
青

木
　

浩

二

（

県

大

）

男

子

四

百

メ

ー

ト

ル

三

位
　

八

幡
　
　

充

（

県

大

）

男

子

八

百

メ

ー

ト

ル

三

位
　

八

幡
　

清

彦

（

県

大

）

女

子

砲
丸

三

位
　

吉

田

美

也

子

（

県

大

）

男

子

砲
丸

四

位
　

川

崎
　

康

治

男

子

千

五

百

メ

ー

ト

ル

四

位
　

越

田
　
　

康

女

子

百

メ

ー

ト

ル

五

位
　

藤

本
　
　

忍

六
倥
　

武

丼
　
　

恵

県
大
会
は
七
月
二
十
三
か
ら
二

十
五
日
、
三
戸
郡
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
応
援

し
ま
し
ょ
う
Ｏ

燃
や
せ
る
ご
み
、
燃
や
せ
な
い

ご
み
を
分
け
て
出
し
ま
し
ょ
う
！

蟹
田

地
区

（
蟹
田
町

・
蓬
田
村

及

び
平
館
村

）
で
は

、
六
月

十
四
日

か
ら
燃

や
・
せ
る

ご
み

と
燃
や
せ

な
い

ご
み
に
分
け

て
集
積
場
所

を
指
定

し
て

、

ご
み
の
収
集

を
し

て

お
り

ま
す
。

一
、
ご
み
は
指
定
さ
れ
た
集
積
場

所
に
飛
散
し
な
い
よ
う
、
決
め

ら
れ
た
袋
等
に
入
れ
て
出
し
ま

二
、
指
定
さ
れ
た
場
所
以
外
に
出

し
た
ご
み
及
び
決
め
ら
れ
た
日

以
外
の
ご
み
は
、
収
集
し
ま
せ

ん

の
で
注
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

三

、
台
所

の

ご
み

は
、
よ
く

水
切

り
し

て
出
し
ま
し

ょ
う
。

四

、
空
き
缶
類
は
、
ア
ル
ミ
と
ス
チ

ー
ル
に
分
け
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

五
、

割
れ
た

ビ
ン
や
ガ
ラ
ス
等
は
、

作
業

員
の

ケ
ガ
防
止
の

た
め
、

ダ
ン

ボ
ー

ル
等

に
入
れ
て

梱
包

し
て
出
し

ま
し

ょ
う

。

六
、

ご
み
の
収
積
場

所
の
清
潔

の

保
持

に
努
め
ま
し

ょ
う
。

次
の

ご
み

は

、

収

集

し

ま

せ

ん

の

で

販

売

店

等

に

引

き

取

っ

て

も

ら

い
ま

し

ょ

う

。

一
、
爆

発
の
恐

れ
の
あ
る

ガ
ス

ボ

ン
ベ
、
石
油

タ
ン
ク
類
及

び
シ

ン
ナ

ー
缶
類
等

二
、

処
理
困
難

な
、
タ
イ

ヤ
・
バ
ッ

デ
リ

ー
及

び
使

用
済
乾
電

池
等

三

、

粗
大

ご
み

、
一
辺

が
六
〇

ｍ

戦
没
者
等
の
妻
及
び
父
母
等
の
皆
さ
ま
へ

特
別
給
付
金
の
最
終
償
還
を
終

え
た
戦
没
者
等
の
妻
及
び
父
母

等
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方

に
改
め
て
特
別
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

第
十
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」

国
債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
等

の
妻
で
、
平
成
五
年
四
月
一
日

に
お
い
て
公
務
扶
助
料
、
遺
族

年
金
等
を
受
け
る
権
利
を
有
し
て

い
る
方
に
、
額
面
百
八
十
万
円
の

特
別
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

第

十
四

回
特
別

給
付

金
「
い
号
」

国
債

を
受
け
ら

れ
た
戦
没
者

の

父
母

等
で
、
平
成
五

年
四
月

一

日

に
お
い
て
公

務
扶
助
料

、
遺

族

年
金
等
を
受
け

る
権
利
又

は

受
け

る
資
格
を
有
し

、

か
つ
、

平
成
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
氏
を
同
じ
く
す
る
子
も

孫
も
有
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た

方
に
、
額
面
九
十
万
円
の
特
別

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

以

上

の

電

化

製

品

及

び
家

具

類

等

次

の

よ

う

な

ご

み

は

、

直

接

施

設

へ

自

分

で

搬

入

し

ま

し

ょ

う

。

コ

転

居

や

大

掃

除

で

一

時

的

に

多

量

の

ご

み

が

出

た

場

合

。

二

、

商

店

・
飲

食

店

・
病

院

・
会

社

な

ど

、
事

業

活

動

で

出

た

ご

み

。

農

作

業

等

に

よ

り

刈

り

取

っ

た

草

、

収

穫

後

の

カ

ラ

等

は

堆

肥

に

す

る

な

ど

、
自

分

で

処

理

し

ま

し

ょ

う

。

ご

み

に

つ

い

て

の

問

い

合

わ

せ

は

、

青

森

地

域

広

域

事

務

組

合

又

は

最

寄

り

の

役

場

ま

で

※

蟹

田

地

区

衛

生

セ

ン

タ

ー

東
津
軽
郡
蟹
田
町
大
字
小
国
字
坂
元
会

穴

宍一
〇
１
７
４
（
２
２
）
２
２
２
６

※

蟹

田

地

区

ご

み

処

理

場

東
津
軽
郡
蟹
田
町
大
字
蟹
田
字
姥
ヶ
沢
一
五

四
〇
１
７
４
（
２
２
）
２
６
５
０

請
求
手
続
及

び
内
容

の
詳
細
に

つ
き
ま
し
て

は
、
役
場

民
生
課

福
祉
係

公
○
一
七
四
－

二

七
－

二

一
一
一
（
二
二
二

）
ま

で
お
問

い
合
わ
せ

く
だ
さ

い
。

玉松海水浴場は

７月22 日力ヽ ら

８月20 日 まで

７月22 日の海水浴場

開きは安全祈願祭を行

い、恒例のイベン 囗ま

８月８日（日）に玉松海

水浴場祭りとして行な

われます。
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ご
み
を
出
す
際
は
次
の
事
を
守

り
ま
し
ょ
う
Ｏ

特
別
給
付
金
が
継
続
支
給
さ
れ
ま
す

燃
や

せ
な

い

ご
　
　
　
　
み

（

水
曜
日

）

家
庭
か
ら
出
る
台
所
の
ご
み
・
紙
く
ず
・
木
く

ず
・
少
量
の
ビ
ニ
ー
ル
及
び
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

そ
の
他
燃
え
る
ご
み

家
庭
か
ら
出
る
ガ
ラ
ス
類
・
陶
器
類
・
硬
質

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
・
空
き
缶
・
ビ
ン
類

そ
の
他
燃
え
な
い
も
の

燃

や

せ

る

ご
　
　
　
　

み
。

（
月
・
木
曜
日
）



み
ん
な
で
参
加
し
よ
う
村
の
イ
ベ
ン
ト
！

７
月
2
5日
（
日
）

村
総

合
運
動

場

野
球
場
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
第

言
万
ホ
ー
ム
ラ
ン
者
（
オ
ー
バ
ー

フ
ェ
ン
ス
）
に
は
豪
華
記
念
品
を

用
意
し
ま
す
。

・

合
格

で

・

ヤ
ミ

所
得

・

呑
の
風

・

呑
【

舎

個
人
の
花
火
打
ち
上
げ
提
供
を

希
望
す
る
方
は
村
商
工
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

牧
場
ま
っ
り

８

月
2
9日
（
日
）

村

営

牧

場

家
計
ゆ
さ
ぶ
る

春
風
に
乗
り

し
女
の
胸
を

我
が
家
も
欲
し
い

入
学
金

大
暴

れ

丸

く
見

せ

雅
子

び
な

玉
松
海
水

浴
場
ま
っ
り

こ
フ
ム
ネ
早
飲
み
大
会

・
宝
さ
が
し

・
ス
イ
カ
割
り
ゲ
ー
ム

・
水
入
り
風
船
投
げ

・
浮
き
輪
手
こ
ぎ
レ
ー
ス

ー
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
は
大
会
当
日
受
付
け

し
ま
す
が
定
員
に
な
り
し
だ
い
締

め
切
り
ま
す
。

勝

美

樫

吾

年

栄

久
　
子

・
早

春

の

・
背

に
【

ツ
ぱ

し

・
毋

と

児
が

・
春
【

番

７
月
2
6日
（
月
）
～
2
8日
（
水
）

育
成
会
の
方
も

ご
一
緒
に
…
…

９

月
1
2日
（
日
）
　
　
　
　

問
い
合
せ
先

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
募
集
中
　

村

商

工

会

味
覚
楽
し
む

父
母
の
ぬ
く
み
で

庭
に
祖
母
呼
ぶ

親
父
を
村
に

ふ
き
の
と
う

子
が
巣
立
つ

福
寿
草

つ
れ
て
来
る

節
　
子

お

富

綢

枝

藤
　
久

暑
く
な

っ
た
ら
国
会

も
熱

く
な
り
衆
議

院
解
散
。

明
る

い
選
挙
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。
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玉
松
台
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン

８

月
1
5日
（
日

）

村
民
野
球
大
会

８
月
1
4日
（
土
）

蓬

田

漁

港

村
民
体
育
祭

花

火

大

会

８
月
８
日
（
日
）

1
0時
3
0分
か
ら

村
子

ど
も
会
リ

ー
ダ
ー
研

修
会

バ
イ
ア
ス
ロ
ン
イ
ン
よ
も
ぎ
た
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蓬
田
村
農
業
委
員
会

先
進
地
視
察
研
修
か
ら

田
舎
舘
村
大
区
画
田
に
お
け
る
湛
水
直
播
栽
培
「
ラ

ジ
コ
ン

ヘ
リ
」

一
、
田
舎
館
村
農
業
委
員
会
次
長

太
田
信
吾
氏
の
案
内
及
び
説
明

二
、
千
葉
県
印
旛
沼
を
視
察
研
修

し
、
低
コ
ス
ト
稲
作
を
実
証
す

る
た
め
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

三
、
当
初
は
新
農
政
研
究
会
で
ス

タ
ー
ト
し
た
が
現
在
は
地
権
者

代
表
が
中
心
で
あ
る
。

四
、
ほ
場
面
積
は
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
コ
こ

Ｉ
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
合
計

三

・
ニ

ヘ
ク
タ
ー

ル
で
あ

る
。

五

、
潅
漑
施
設

が
整
備

さ
れ
、
暗

渠

が
地
下

に
敷
か

れ
る
と
と
も

に
リ
モ
コ

ン
に
よ
り
水
深

を
調

整
で
き

る
よ

っ
に
な
っ
て
お
り
、

田

畑
輪
換

も
で
き

る
。

六
、
ほ
場

整
備
の
工
事

は
高
低
差

を
三

・
五

セ
ン
チ
に
す

る
こ
と

に
な
っ
て

い
る

が
、

実
際
、
耕

起
・
代
掻
し

て
み

る
と
も
っ
と

差

が
あ

る
よ
う

に
思

わ
れ
る
。

森

田

村

洋

ラ

ン

栽

培

施

設

一

、

温

泉

熱

利

用

（
常

時

三

十

庁

前

後

）

に

よ

る

ガ
ラ

ス

温

室

で

栽

培

し

て

い
る

。

二

、

タ

イ

国

と

の
親

善

交

流

事

參

と

し

て

、

タ

イ

国

を

訪

問

し

洫

入

す

る

こ

と

に

な

っ

た

（
日

・

タ

イ

、
ウ

イ

テ

ッ

ト

ラ

ン
交

流
一

三

、

三

種

の

洋

ラ

ン

が

栽

培

さ

ね

て

お
り

、

花

は

年

間

、

多

い
右

の

で

七

～

八

回

、

少

な

い
も

の

で
一
一
～
ニ
ー回

吮
く

そ
う

で
あ

る
。

七
、
主
な
省
力
化
作
業
は
次
の
と

お
り
。

・
は
　
種
　
　
　
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ

及
び
噴
頭
回
転

式
広
幅
散
布
機

・
除
草
剤
散
布
　
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ

・
追
　
肥
　
　
　
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ

・
病
害
虫
防
除
　
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ

ハ
、
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
は
五
百
万
円

で
買
い
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
二

人
お
り
免
許
取
得
に
五
十
万
～

七
十
万
円
要
し
た
。

九
、
昨
年
は
、
収
量
が
全
刈
で
四

亘

一
十
㎏
／
1
0ア
ー
ル
で
あ
っ

た
。
経
費
は
七
二
、
一
六
六
円

／
1
0ア
ー
ル
で
県
平
均
の
五
十

五
％
で
あ
っ
た
。

十
、
一
番
の
課
題
は
カ
モ
対
策
で

あ
る
そ
う
で
、
今
年
も
カ
モ
に

よ
る
被
害
が
相
当
あ
っ
た
。
研

修
生
一
同
、
カ
モ
の
被
害
に
驚

き
な
が
ら
稲
の
生
育
の
遅
れ
に

ガ
ッ
カ
リ
し
た
よ
う
だ
。

十
一
、
大
区
画
田
で
、
従
来
ど
お

り
の
作
業
行
程
で
も
、
か
な
り

の
省
力
化
が
期
侍
さ
れ
る
。

蓬
田

村
の
大
区
画
田

整
備

に
つ

い
て

は
、
た
ん

に
土
地
改
良
区

の

問
題

だ
け
と
受
け

止
め
る
こ

と
な

く
、
将
来
の
わ
が
村
の
農
業
構
造
政

策
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
農
業
総

こ
の
他
、
森
田
村
円
形
劇
場
と

藤
崎
町
あ
や
め
祭
り
を
合
わ
せ
て

視
察
し
た
。

農業委員会から●8

村
農
業
者
協
議
会

研
修
の
反
省

四
、
香
の
す
る
も
の
か
お
り
、
温

室
内
は
香
ば
し
い
勾
い
が
漂
っ

て
い
て
、
西
洋
で
は
香
水
に
利

用
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

五
、
株
で
生
育
す
る
が
、
株
の
増

殖
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
苦

労
し
て
い
る
。

六
、
研
修
生
一
同
洋
ラ
ン
栽
培
の

難
し
さ
と
と
も
に
、
か
か
る
経

費
の
大
き
さ
に
驚
い
た
。

そ
　
の
　
他

合
振
興
対
策
協
議
会
等
に
よ
り
討
議

す

べ
き
だ
と
の
反
省
結
果
を
得
た
。
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第 三 回

あおもりシニア洋上セミナー

越　田　幸　一（瀬辺地）

に参加して

振
興
財
団
主
催

の
研
修

旅
行

に
参

加
す

る
機
会
を
得

ま
し

た
。

六
月

二
日

、
青
森
堤

埠
頭

で
十
四
時

に

受
付
け
し

日
本
丸

に
乗
船
。
出

港

式

は
船

内
四

階

メ
イ

ン

ホ
ー

ル
で

開
催
さ
れ
、
県
内
各
市
町
村
長
（
八

戸
蓬
田
村
長

も
出
席

）
が
多

数
出

席
し

、
見

送
り
の
人
も

含
め
て
四

階
メ
イ

ン
ホ
ー
ル
（
六
百
人
収
容

）

は
一
杯

に
な
る
ほ

ど
の
盛
会
で
し

た
。

十
六
時

青
森
港
出
航
。

参
加

者

は
職
業
定

年
者
、
自
由
業

、
農

業

、
漁
業
等
多
士

済

々
の
男
性
百

四

十
名
、
女
性
百
五

十
九
名

で
。

一

つ
の
班
に
十
二

上

二
名
、
三

つ

の
班
で

一
組
。
従

っ
て
八
組
二

十

て
北

村
県
知

事
の
講
演

と
、

屁
（

働

き
の
世
界

”
と
題
し
て
七
戸
町
、

青
岩
寺

、
青
山

浄
晃
氏
の
講

演
が

あ
り
ま
し

た
。

団
員

相
互

の
交

流
を
計
る

た
め

の
社
交

ダ
ン
ス
、

映
画

、
リ
ラ

ッ

ク
ス
コ

ー
ナ

ー
、
各

組
で
の
意
見

交
換
。

シ
ニ
ア

主
張
大

会
で
は

、

「
我

々
の
人
生
こ

れ
か
ら

が
勝
負
、

今
時
の
若

い
者

に
負
け
て

い
ら
れ

な
い
」
こ

れ
ま

で
の
人
生

経
験
を

通
じ

今
考
え
て

い
る
事
を
内

容
と

し

た
肝
っ
玉
老
婦

人
の
発

表
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
船
上
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
発
表
で
は
、
各
組
か
ら

出
し
物
を
六
分
以
内
で
一
つ
発
表

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
県
下
の

大
会
に
出
場
し
て

Ｉ
、
二
位
を
獲

得
し
た
も
の
ば
か
り
で
、
詩
吟
、

舞
踊
、
マ
ジ
ッ
ク
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
良
さ
を
示
し
た
組
合
全
員
の

合
唱
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
な
か

で
も
上
北
町
出
身
、
参
加
女
性
の

中
で
最
年
長
八
十
五
歳
の
長
久
保

も
上
さ
ん
が
、
青
森
県
下
の
名
所

旧
跡
を
数
え
唄
で
披
露
。
歌
詞
に

も
あ
っ
た
が

。ソ
リ
ャ
ー
″
素
晴

ら
し
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

洋
上
最
終
日
は
前
日
来
の
低
気

圧
も
収
ま
り
、
全
団
員
元
気
で
起

床
。
六
階
ス
ポ
ー
ツ
デ
ッ
キ
に
集

合
し
、
朝
の
体
操
、
朝
食
、
下
船

の
準
備
を
し
ま
し
た
。
な
お
、
船

上
で
の
食
事
は
超
一
流
の
豪
華
な

も
の
ば
か
り
で
、
ボ
ー
イ
の
サ
ー

ビ
ス
も
満
点
で
し
た
。

を
見
学
。
五

階
六
階

の
展
示

室
で

は
、
江
戸
時

代
か
ら
現
代

ま
で

の

実
物
資
料
や

複
製
資
料

の
ほ
か
日

本
橋
な

ど
五

十
五

点
の
大

型
模
型

を
展
示
し
て

お
り
ま
す
。

機
会

が

あ
っ
た
ら
見
学
を
お
薦
め
し
ま
す
。

上
研
修

の
鬼

怒
川
グ
リ

ー
ン

パ
レ
ス
へ
は
十
六
時
頃
到
着
。

夕
食
、
交
流
会
は
事
務
局
を
含
め

て
三
百
三
十
四
名
。
会
場
狭
し
の

感
が
あ
っ
た
が
、
船
上
で
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
続
き
の
よ
う
で
、

歌
あ
り
、
踊
り
あ
り
、
全
団
員
の

合
唱
等
、
数
十
年
来
の
友
が
再
会

し
た
よ
う
な
喜
び
を
満
喫
し
た
よ

う
で
し
た
。
従
っ
て
各
組
で
九
月

に
再
会
を
企
画
し
て
い
る
よ
う
で

す
。

後
の
研
修
は
世
界
中
の
有
名

建
築
物
や
遺
蹟
を
二
十
五
分

の
一
の
縮
尺
で
精
巧
に
再
現
し
て

い
る
東
武
ワ
ー
ル
ド
ス
ク
ウ
ェ
ア

を
見
学
。
箱
庭
の
よ
う
な
も
の
で

も
、
系
列
の
旅
行
会
社
が
連
繋
し

Ｐ
Ｒ
す
る
事
に
よ
っ
て
、
見
学
者

が
平
日
で
も
満
員
に
な
る
よ
う
努

力
す
る
商
魂
の
逞
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。つ

て
宇
都
宮
駅
か
ら
、
や
ま

び
こ
七
十
一
号
と
四
十
三
号

に
分
乗
し
盛
岡
駅
で
解
団
。
東
北

自
動
車
道
を
弘
南
バ
ス
で
各
地
区

行
き
に
乗
車
、
一
同
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

感

謝
し

、
明
年

も
引
き
続

き
洋
上

ヤ

こ
ナ

ー

が
実
施

さ

れ
る
事
と
、

わ

が
村
か
ら
も
多

数
の
参
加

を
希

望
し

つ
つ
リ

ポ
ー
ト
に
か
え
ま
す
。

9 ●シニア洋上セミナー

月
二
日
か
ら
五
日
ま
で
、
三

泊
四
日
の
青
森
県
長
寿
社
会

六

四

班
に
編
成

さ
れ
て

い
ま
し

た
。

上
で

は
．

記
一豆
か
な
県
土

づ

く
り
を

め
ざ
し
て
・

と
題
し

洋

下
船
後
バ
ス
に
分
乗
、
江
戸
東

京
博
物
館
（
国
技
館
の
隣
）

最終生
涯
二
度
と
味
わ
え
な
い
素
晴

ら
し
い
旅
行
が
で
き
た
忝
に

陸



脳
卒
中

の
多

い
蓬
田
村

を
返
上
す

る
に
は
、
食

生
活

の
改
善

か
ら
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
昭
和
6
0年
6
1年

の
減
塩

対
策
栄
養
教
室

の
受
講

生
が
、
食
生
活

改
善
推

進
員

と

し

て
誕
生
し

ま
し

た
。
地
区

に
お
け

る
食
生
活
改

善
講

習
や
健
康

づ
く
り
知
識

の
普

及
等
に
頑
張

る
、
自

称
。

。
健
康

お
ば
さ
ん

”
は
現

在
5
0名
。
家

庭
の
主
婦
で

あ

り
、
仕
事

の
合
間
を
縫
っ

て
の
活
動
は

、
苦
労

が
伴

い

皆

さ
ん

の
協
力

な
し

に

は
や
っ
て

い
け

な
い
部
分

が
多

い
の
で
す

が
、
蓬

田
村

の
健
康

づ
く
り

を
、
か

げ
で

支

え
る
大
き
な
力

と
も
な
っ
て

お
り
、
大
変

助
か
っ
て

お

り
ま
す
。
平
成
５

年
度

、
活

動
の
ひ

と
つ
と
し

て

、
総

合
健
診
で

の
、

バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食

事
・
う
す
味

の

食
事
の
試
食
会

を
行

い
ま
し

た
の
で

、
今
回
は
そ

の
様

子

を
報
告
し

た
い
と
思

い
ま
す
。

食

生
活
改
善

推
進
貢
の
活
動

と

し
て

、
・
学
習
会

・
地
区

伝
達

講

習

と
健
康

づ
く
り

知
識
の
普

及
・

村

事
業
や
県
事
業

へ
の
協
力

と
し

て
健

康
展
や
健
康

づ
く
り
大
会

等

へ
の
参
加
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

当

初
は

、
毎
戸
訪
問

で
の
み
そ
汁

塩

分
濃
度

測
定
を

ぬ
き
う
ち
で
行
い
、

わ

が
家

の
み
そ
汁

は
う

す
味

か
し

ょ
っ

ぱ
囗
か
を
調

べ
た
こ

と
も
あ

り
ま
し

た
。
は
じ

め
の
頃
は
７

割

か

た
が
濃
い

囗
の
み
そ
汁
で
あ
り
、

う
す

味
の
必
要
性

を
伝
え
て
歩

い

て
き

た
結
果
、
３

年
め
に
は
５

割

か

た
の
家
庭
で
う
す

味
の
み
そ

汁

に
し
て

い
た
経
過

が
あ
り
ま
し
た
。

こ

の
み

そ
汁
調

べ
で
食
生
活

改
善

推
進
具

の
活
動
を

知
っ
た
方

も
あ

る

か
と
思

い
ま
す
。

ま

た
、
学
習
会

で
学
ん
で

き
た

事
を

、
地
区

に

か
え

り
伝
達

講
習

す

る
の
も
活
動

の
一

つ
で
す

が
、

日
中

仕
事
に
出
て

い
る
人

が
多

く

思
っ

た
よ
う

に
伝
達

で
き
な

い
悩

み
も
出

て
き
ま
し

た
。

そ
こ
で

、

一
人
で

も
多
く

の
人

に
対
し
て

、

自
分

の
健
康
を
守

る
に
は
、
食

生

活
の

改
善

が
基
礎

と
な
る
こ

と
を

訴
え
よ
う

と
、
総
合

健
診
の
場

を

活
用
し

て
試
食
会

を
と
り
入

れ
る

こ

と
に
な
り
ま
し

た
。

初
め
て

の

こ
こ
ろ

み
と
あ
っ
て

、
昨
年
度

、

長
科
地
区

で
行
っ
て

み
ま
し

た
が

好
評
で
あ

り
、
今

年
度

は
、
こ

れ

を
地
区

伝
達
講
習

と
し

て
５
地
区

で

行

う

こ

と

に

な

り

ま

し

た
。

た

だ
食

べ
て

帰

る

だ

け

で

は
（

リ

が

あ

り

ま

せ

ん

。

試

食

し

た
方

に

は

食

べ
て

ど

う

だ

っ

た

か

を

ア

ン

ケ

ー

ト

に

書

い
て

も

ら

う

こ

と

に
し

ま

し

た
。

試

食

し

た

結

果

評

価

を

行

う

た

め

に

、

５

地
区

と

も

同

じ

メ

ニ

ュ

ー

で

内

じ

材

料

を

使

っ

て

の
伝

達

と

な

り

ま

し

た

。

今

年

度

総

合

健

診

は

、

６

月
1
0

日

～
一
１１
日

・
1
4
日

～
1
8
日

の

７

日

間

８

会

場

の
日

程

で

行

わ

れ

、
7
4
2

名

の
方

が
胃

癌

・

大

腸

癌

・

肺

癌

お

よ

び

基

本

健

診

等

を

受

け

、

い

そ

ぎ

の

用

事

の
あ

る

方

以

外

、
多

く

の
方

が
試

食

し

て

く

れ

ま

し

た

（

村

外

で

は

あ

り

ま

す

が
健

診

セ

ン

タ

ー

の

方

に

も
ア

ン

ケ
ー

ト

に

答

え

て

も

ら

い
ま

し

た

）
。

前

日

か

ら

の

準

備

、
当

日

も

朝

早

く

か

ら

で

大

変

た

っ

た

と

思

い
ま

す

。

本

当

に

ご
苦

労

様

で
し

た

。

紙

面

の
関

係

で

写

真

を
多

く

の

せ

れ

な

い

の

が

残

念

で

す

。

ア

ン

ケ

ー
ト

は

現

在

集

計

中

の

た

め

、

結

果

に

つ

い
て

は

次

回

報

告
し

た

い

と
思

い
ま

す

。

今

回

の

メ

ニ

ュ

ー

は

、

バ
ラ

ン

ス

を

考

え

６

つ

の

基

礎

食

品

（

①

肉

・
魚

・

大

豆

製

品

②

海

草

・
乳

製

品

③

色

の

う

す

い

野

菜

④

色

の

濃

い
野

菜

⑤

米

・

め

ん

類

⑥

油

）

か

ら

材

料

を

選

ん

で

使

っ

て

い

ま

す

。

何

か

入

っ

て

い

た

か

思

い
出

し

て

み

ま
し

ょ

う

。

ま

た

、

味

つ

け
は
薄
く
し
て
い
ま
す
。
力
仕
事

を
し
て
汗
を
か
い
て
い
る
人
に
は

ち
ょ
っ
と
も
の
た
り
な
い
と
感
じ

た
方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
毎

回
こ
の
位
の
味
つ
け
で
食
べ
る
の

は
と
て
も
難
し
い
か
と
思
い
ま
す

の
で
、
一
つ
の
め
や
す
と
し
て
覚

え
て
ば
し
い
と
思
い
ま
す
。

献
立
を
書
い
た
チ
ラ
シ
を
も
ら

え
な
か
っ
た
人
は
、
地
区
の
食
生

活
改
善
推
進
具
に
作
り
方
等
聞
い

て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
様
々
な

食
生
活
に
関
す
る
知
恵
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
推
進
員
の
活

動
は
皆
さ
ん
の
協
力
な
し
に
は
で

き
ま
せ
ん
。
蓬
田
村
の
脳
卒
中
の

予
防
（
成
人
病
の
予
防
）
の
た
め

に
、
と
も
に
あ
ゆ
ん
で
い
き
ま
し

保健コーナー●10

食生活改善運動
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大勢の人が観戦しました

六
月

十
二

、
十
三

日

の
両

日
、

王
松

台
ス

ポ
ー

ツ

ガ
ー

デ
ン
野
球

場
に

お
い
て
開
催

さ
れ
た
県

高
野

連
青

森
地
区

強
化

事
業
交
流
試

合

は
、
大

勢
の
観
客
で

賑
わ

い
、
特

に
地
元
出
身

選
手
に

は
大
き
な
声

援

が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

地
元
出
身

選
手
は

、
青
森
北
高

校
、
古
川
洋

介
君
、
津
島

鉄
兵
君

青
森
東
高

校
、
坂
本
満
君

、
坂
本

孝

司
君

、
桜
田

浩
一
君

、
青

森
南

高
校
、
工
藤

治
郎
君
ら
で

、
フ
ァ

イ
ト

溢
れ

る
プ
レ
ー
を
見
せ
て

く

れ
ま
し

た
。
中

で
も
、
青
森
東

高

校

の
エ
ー

ス
で
四
番

、
坂
本
満
君

（
中

沢
・

坂
本

宏
孝
氏
長
男

）
は

、

甲
子
園
常

勝
の
野
球

の
名
門
、
秋

蓬田駅でイベント列車７
ＪＲ蓬 田駅( 平 尾 洋介駅長) で は イベン ト

列車 蓬゙ 田 村民号″ を企画し ました。

豪華 な列 車は貸し切 り、お 酒ありカラ オヶ

あ りで気の合 った仲間 同志で参加 してみ ませ

んか。お問い合 わせ は 、ＪＲ蓬田駅 、登0174

(27)2019 へ ど うぞ。

●旅行期間　11 月 １日(月)～日 日(火)

● 募集人員　100 名( 最 少催行人員80 名)

● 旅行代金　33,000 円

●申 込締切日　10 月18 日(月)

● 集合 時間　 当日6時4膀迄､蓬田駅にお集まりくださいO

月日 行　　　　　程 食事

11/1
(月)

♪ｶﾗｵ
ヶでお楽しみください

蓬田 一 青森 一 盛岡 － わんこ そば

7:1顯　　　　8:04頃　　　11:3噸手づくり 村一岩鋳南部 鉄器 一志戸平 温泉

17:0噸

－
昼
夕

11/2
(火)

炎立つﾛｹ 地

ホ テ ル 一 宮 沢 賢 治 記 念 館 一 藤 原 の 郷

B:30　　 ♪ｶﾗｫ ヶでぉ楽しみください　　　　10:30　　13:00

一 水 沢　　　　　 青 森 一 蓬 田

14:30頃　　14:3 噸　　　　　　IB:4 噸　　　19:2 顯

朝
昼
夕

７月行事予定表　　　　　
28　26　25　23　　　22　21　　　19　16　　　14　12　10　　　7　5　2 日

水　月　日　金　　　木　水　　　月　金　　　水　月　土　　　水　月　金 曜

陶　書　村　県　玉　小　陶　高　書　東　陶　人　書　ふ　陶　思　書　束

や 道 徑U 凵{
中
芸 暼 道 回 芸 権 道 丿口 讐 万拷| 背

教　教　育　連　水　学　教　教　教　祉　教　相　教　と　教　教　室　障

室 室 祭 夏 浴 校 室 室 室 大 室 談 室 歴 室 室　　 者
季　場　夏　　　　　　　会　　　　　　　史　　　　　13　ス

9　13　　　大　開　季　9　9　13　 －　9　10　13　探　９　９　時　ポ
時　時　　　会　き　休　時　時　時　村　時　時　時　訪　時　時　30　1

30　30　　　　　　　業　30　30　30　
卜　30　8　30　　　30　S　 分　ツ

分 分　　 ７　８　　 分 分 分 レ 分15 分　　 分15　　 大
／ ／ ８　　　　　 セ　　 時　　　　 時　　 会

25 20/　　　　
ン　 ー　　　　　　 －

ま　ま　22　　　　　　 ‾　　 中　　　　　　　　　　 三
で　で　ま　　　　　　　　　　　　公　　　　　　　　　　　廐
で　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　村

行

事

中　中　社　中　農　小　中　中　中　社　中　民　中　中　中　民　中　社

央　央　会　　　林　・　央　央　央　　　央　　　央　央　央　　　央

公 公 教 学 水 中 公 公 公 福 公 生 公 公 公 生 公 福

民　民　育　　　産　学　民　民　民　　　民　　　民　民　民　　　民

館 館 課 校 課 校 館 館 館 協 館 課 館 館 館 課 館 協

担

当

11 ●行事予定／み～つけた

田
能
代
高
校
を
相
手
に
、
二
対
○

と
完
封
、
許
し
た
ヒ
ッ
ト
の
数
は

た
っ
た
の
二
本
と
見
事
な
ピ
ッ
チ

ン
グ
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

県
高
野
連
青
森
地
区
強
化
交
流
試
合

玉松 台場 が整備されました。

台場 入り囗の門を一新し、中

央通路は土か ら石 畳となり、

また、踏石や 、丸太階段 も取

り付けら れまし た。

今後は、あず ま屋とトイレ

が新築の予定になっています
Ｏ

が
ん
ば
っ
た
！
地
元
出
身
選
手
！

玉
松
台
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
オ
ー
プ
ン
記
念

み
～
つ
け
た

６４

力投する東高校、坂本満君

二人 は兄弟、左、孝司( 弟) 君・右､満( 兄) 君



広報よもぎた

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

村
民
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

健
や
か
に
お
過
し
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
広
報
の
原
稿
依
頼
を
受
け
筆
を

執
る
に
あ
た
り
、
傍
ら
に
蓬
中
卒

業
時
の
ア
ル
バ
ム
を
開
い
て
い
ま

す
。
学
舎
で
一
緒
に
学
び
、
遊
ん

だ
友
人
の
顔
、
教
え
を
受
け
た
先

生
方

が
懐

か
し
く

、
も
う
一
度

教

室

に
戻

り
た
い
郷
愁
を
感
じ
ま
亢

帰
省
し

た
折
に
是
非

、
同
窓

の
友

人

と

ご
一
献
交
じ

え
、
昔
を
語

り

合

い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

阿
弥

陀
川
の
地
か
ら
上
京
し
て
、

四

半
世

紀
（
二

十
五

年
）
に
な
り

ま
す

が
、
津
軽
弁

は
ま
だ
流
暢
で

心
身
と
も

に
健
在
で
す

。

現
在
私

は
、
東
京

六
大
学
の
一

つ
、
法
政
大

学
に
勤

務
し

、
就
職

部
で
学
生

の
就
職
指
導

、
斡
旋
、

カ
ウ

ン
セ
リ

ン
グ
を
主
要

業
務
と

し

て
い
ま
す
。

卒
業
予
定

約
六
千

名

の
学
生
を

、
数
人
の
相

談
ス
タ

ッ
フ
で
担
当
し
て

お
り
ま
す
。

大

学
生

の
就
職
活
動

は
、
四
月

～
七

人口と世帯数

(５月31日現在)

総人口3,973 人

男　1,904 人

女　2,069 人
世帯数1,051 世帯

お誕生おめでとうございます

月

が

ピ
ー

ク
で
、
今

の
時

期
は
毎

日

遅
く
ま
で

学
生
と

の
就

職
個
人

相

談
業
務

が
中
心

に
な
り

ま
す
。

各
業

界
・
企

業
の
採
用

、
雇

用

状
況

は
経
済
的

、
社
会
的
動

向
の

中
で
毎

年
変
化
し

ま
す
。
学

生
に

適
切

な
採
用
情
報

、
ア

ド

バ
イ

ス

を
す

る
た
め
に
あ
ら

ゆ
る
分
野

の

研
究

が
日

常
欠

か
せ

ま
せ
ん
。

優

秀
な
学

生
を
責
任
も

っ
て
社
会

に

送
り
、
貢

献
で
き

る
よ
う

指
導
す

る
こ
と

が
、
大
学

の
使
命
で
あ

り
、

私

の
仕
事

の
一
分
野
で
あ

る
こ

と

を
念
頭
に

お
い
て

い
ま
す
。

就
職

は

一
世
一
代

の
こ
と
。

今
後
も
よ

り

一
層

学
生

の
た
め
に

、
精
進
し

て

い
く
つ
も
り

で
す
。
も
う

す
ぐ

忠　則
明　美　長　男

清　仁　＿

博　子　‾　男

こうへい
山舘　光平

山舘　裕也

ご結婚おめでとうございます

法
政
大
学
就
職
部

指
導
主
任

森

夏
休
み
。
二
人
の
子
供
は
、
蓬
田

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
私
も

志
　

朗

さ
ん

皆
様
と
元
気
に
お
会
い
で
き
る
日

を
心
持
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

めも

卜 現住所 ／〒182 東京 都調布 市富士見町2-13-5

D-302/O0424-88-8360･･7 月末新築移 転住所/

〒183 府中 市多 磨町2-5-81 ･･生年月日 ／昭和24

年12月３日ノト 出身／阿弥陀川／森 兼太郎氏 四

男･･家 族構成／妻・文子（公務員） ・長 女・直

美（中１年） ・次女・環（小５年）･･好きなも

のノスポーツ（ 野球）・旅行S･･経歴／ 青森県 立

青森東高等学 校卒 （昭 和43年３月）／法 政大 学

経済学部卒（昭 和48年３ 月）／法政大学勤 務

（昭和48年４月）～ 現在に至る 。

編

集

後

記

久道 （広　 瀬 ）

雅美 （芽E京 都 ）

田中

中嶋

よ

も
ぎ

温
泉

に
賑
や

か
な

グ
ル

ー

プ
が
來
て

い
る

と
言
う

の
で
行

っ
て

み
た
。

ロ

ビ
ー
で

ご
年
配

の

婦
人

十
人

程
が
変

な
衣
装

を
身

に

着
け

異
様

な
雰
囲
気

。

ド
ダ
レ

バ

チ

を
踊
っ

た
り

、

ゲ
ー

ム
を
し

た

り
で

笑

い
声

が
絶
え

な

い
。

グ

ル

ー

プ
の
名
は
「

弘

前
八
代
笑
楽
会
」

と
か
。

芸
達
者

で
笑

い
の

次
元

が

高

い
と
み
た
。

帰
り

際
、
蓬

田
の

グ
ル

ー
プ

だ
っ

た
ら
取

材
で

き
た

の
に
と

、
少
し

残
念

に
思
っ

た
。

けっぱる蓬田人／戸籍の窓口●12

戸籍の

窓　口

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人

小鹿　金市（長　　科　73 歳）

飯田　　 奏（瀬 辺 地　49 歳）

高田　 ちよ（郷　　 沢　78 歳）

村上　 洋子（阿弥陀川　35 歳）

鈴木　 キサ（阿弥陀川　92 歳）

柿崎喜代作（広　　 瀬　83 歳）

吉田　 ミ子（阿弥陀川　87 歳）

おくやみ申し上げます
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